


絵本との出会い、こんな出会い方は初めてだった！という話。
朝の小学校よみきかせの待ち時間、学年ホールに貼られた感想画を
発見。３年生達が描いた画には、可愛らしいリスが並んだり踊ったり・・・♬
皆の感想画のタイトルにも惹きつけられました！これは何という絵本？
読みたくて、いたたまれない気持ちになってしまった私(笑)

すぐに司書の先生から紹介して貰った、「紙ひこうき、きみへ」という絵本。
シマリスのキリリとミケリスのミークの出会いから始まる物語。木の枝で居心地の
良い満ち足りた生活をしているキリリと、「なんでも覚えているわけにはいかない。
よくばって、荷物を入れ過ぎたかばんみたいに心が重たくなっちゃうだろう？心が
重たくなると身体も思うように動かなくなるからね。忘れるのは、たいせつなことだよ」
と、旅を続け新しい景色の中で生きているミーク。
ミークはスナフキンと似ている雰囲気。言葉の端々に哲学的な匂いを感じさせ、
大人であり旅人のミーク。しかし出会いとはなんと不思議なものか、「忘れるのは、
たいせつなことだよ」と言っていたミークが、忘れられない思い出は、どんなにたく
さん心のかばんに入れても、心は重くならないと実感する終盤。そして、かけがえの
ない人生の友となるキリリとミーク♥
あぁ１時間くらい語りたいのですが、最後に一言。
感想画を描いた３年生のみんな！この絵本に出逢わせてくれてありがとう！
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